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1. はじめに 

 近年、映像配信等の普及により、ネットワーク

トラフィックが増大している。それに対処するた

めの技術として、1本の光ファイバに複数の波長

の光信号を乗せて伝送する波長分割多重

(Wavelength Division Multiplexing: WDM) がある。

10GE-PON (Gigabit Ethernet Passive Optical 

Network)では、3波長 1270 nm、1550 nm、1577 nm

が使用されるため、これらの光波を合分波するた

めの素子である光トリプレクサ[1]が必要となる。 

また、光導波路を伝搬する光波には TE 

(Transverse-Electric) と TM (Transverse-Magnetic)

モードという 2 つの偏波モードが存在し、光導波

路中における伝搬特性が異なる。 

本研究では、偏波に依存せず合分波可能な導波

路型光トリプレクサを構成する MMI(Multi-Mode 

Interference Coupler)カプラ[2]を設計することを

目的とする。 
 

2. 素子構造 

 図 1に Silicon On Insulator (SOI) 基板上に構成

される光トリプレクサの構造を示す。この光トリ

プレクサは 6つの MMI カプラと交差光導波路か

ら構成される。導波路幅は 0.4μm,高さは 0.21μm

とした。導波層は Si、クラッド層は SiO2から構

成される。屈折率はそれぞれ 3.50、1.45 とした。 

図 1 の光トリプレクサにおいて、Input から波

長 1270 nm、1550 nm、1577 nm の光波を入力さ

せ、MMI-1 で波長 1270 nmの光波を Output1 へ出

力させ、残り 2 波長は MMI-2 に入射させる。

MMI-2 で光波を偏波で分離し、MMI-3、MMI-4

で波長ごとに分波した後に、MMI-5、MMI-6 で

合波することで、各波長を Output2、Output3 へ出

力させる。 
 

3. 結果 

図 2 に一例として MMI-4 における光波伝搬特

性を示す。図 2(a)、2(b)より各光波が所望の出力

導波路に伝搬していることがわかる。他の MMI

カプラも同様に設計することができた。 

 

 

図 1 光トリプレクサの構造 

 

 

(a)1550 nm TM モード  

 

 (b) 1577 nm TM モード 

図 2 MMI-4 における光波伝搬特性 
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